J. H. Clapham, An Economic History of Modern Britain, vol. 3, Machines and National Rivalries(1887-1914), with an Epilogue(1914-1929), Outline, Chap. 7 by Ichinose, Atsushi
－63－

















Series, Ⅱ, March 23, 1891）。このような見解は，急進的な労働組合主義者だったチェンバレンが，トー























Thompsonの一文を“for ever convert made by Das Kapital there were a hundred made by Merrie England”と引用しているが，冒頭
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た：「職業に関する大委員会」（Grand Committee on Trade）は，産業に関する諸権限（用いる素材や製造工
程の使用・禁止・制限・統制等，および健康に関するあらゆる細目の省令による規制）を内務省に付与す
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も全くない」ので，住民は「中世の衛生状態」 の下で生活している，と叙述している（W. A. Robson, The 
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から管理していたので，1899年までにはイングランドとウェールズの265の市バラ（municipal boroughs: county 
boroughs等に対する概念で，cityに準じる格式にある）のうち，173が水道事業を保有していた。1913年までには，
1911年センサスで５万人以上の人口を擁する97の町（towns）のうち，部分的な使用を含めても，僅か26
町しか民間会社の水道を使っていなかった。完全に民間水道に依拠していた街で重要なのは，ブリストル，
グリムズビー，ニューカッスル，ポーツマス，シールド，サンダーランド，ウェスト・ハートルプール，
およびヨークだった。
　ガス事業の移転もあったが，非常に小規模に留まった。ガスの供給される地域は大いに広がったが，市
と民間会社との比率はあまり変わらなかった。主たる理由はロンドンが民間供給のままだったからである。
1890⊖1913年間にイングランドとウェールズの市営ガス事業の数は80％増加したが，民間会社の数は僅か
28％しか増えていない。しかし，この間市営ガス使用者数の増加は160％だったのに対して，民間ガスの
それは273％も増えている。この期の終わりには，会社の総売上高は市営のそれの２倍近くになっていた。
スコットランドでは事情は全く異なり，民間会社は殆どなく，旧来同様，全てが市営だった。
　電気でも移転は僅少だった。以下に見るように，時間の余裕が殆どなかった。最初の諸電気会社が設立
された頃は，議会も移転を十分に想定していた。そして最初（1882年法から1888年法まで）は，営業権は
21年間しか認められていなかった。期限切れの時点に想定される厳しい会社価値査定と結びついて，期間
限定認可は会社の魅力を減じた。この期限固定の結果，80年代の私企業は抑制された。そこで，1888年以
来，期限は倍に延伸された。しかし期限固定は，市営のガスや水道が既に当然のこととなっていた場所に
おいて，冒険心ある市当局に展望を与える結果となった。ちなみに，第二級以下の町では，私会社による
ガスが一般化していて，私会社による水道は普及していなかったが，こういう町は電気を私会社に頼った。
そこでこの期の新規の動きは，マンチェスター（Ship Canalに見られるように，大規模な市営企業がおな
じみになっていた）のような場所に電気事業所や電車を建設する形をとった。
　市が競争的に物を売るという不満の内実は，市営ガス事業がガス器具を売るなどの，滑稽なほどにけち
くさいものだった。というのも，実際には市の所有下にあるのは，ほぼ独占傾向を含むものに限られてい
たからだ。1909年に，市の「商売」を議論する材料として，市の「再生産的企業」と呼ばれたものに関す
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とを禁じて，上記の法を強化した。
　こうして，（国家の経済的活動という観点から見ると）当該期（1887⊖1914年）は，ベンサムを悩ませたであろ
う高利禁止法で幕を閉じた。振り返ると，その他にはJ. ブライトを混乱させT. ペインを喜ばせたであろう
老齢年金制度，「国民友愛協会」と失業保険に向けての実験（これらはグラッドストーンではなくJ. アク
ランド師に負うと言わざるを得ない），H. フォーセットならば嫌悪感をもって見たであろう救貧法への対
応，そして多くの新しい法制化の中でも準公的な賃金固定制，相続税制度，それに批判者が富の平等化へ
の道を開くと見ていた所得税制度があった。
